
（別紙３）

～ 令和7年　3月　31日

（対象者数） 6名 （回答者数） 5名

～ 令和7年　3月　31日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2
保護者様との面談を増やし、
家庭と連携した支援にさらに力を入れる予定。

3
子どもや保護者様の意見も取り入れた活動づくりを行い、
より主体的な参加を促す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
スタッフの増員や車両の追加など、
送迎体制の拡充を検討中。

2
タブレットの導入やクラウド管理など、
ICT活用による業務効率化を進める予定。

3
保護者様会・個別面談・イベントへの招待などを増やし、
より双方向の関係を築いていく。

○事業所名 運動療育型児童デイ　ぽぷらの樹　遠里小野

○保護者評価実施期間 令和7年　2月　5日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年　2月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　4月　10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

運動療育をはじめとする集団活動を通じて社会性の向上を支援
するとともに、一人ひとりのニーズに応じた個別支援を行い、
発達段階に応じたサポートを提供しています。

来所時間に合わせて、個別支援時間・集団活動時間を十分にと
れるように、日々のスケジュールを調整しています。また、学
校機関と保護者様との情報共有を密に行うことにより、その
時々のお子さんの状態に合った支援を行えるようにしていま

す。

児童の発達段階や特性に応じた、個別支援計画に基づく柔軟な
支援ができている。

アセスメントや日々の記録を丁寧に行い、
小さな変化も見逃さず対応している。

紙ベースの記録管理が中心で、
情報共有や効率面に課題がある。

フォーマットを統一し、
誰が見ても分かりやすい記録を心がけている。

日々の連絡帳以外で、保護者様と直接話す機会が少ない。
送迎時に短い対話を心がけ、
連絡帳でも丁寧なフィードバックを行っている。

運動療育、SST、季節の行事、制作活動、実験など、
多様な活動で児童の興味を引き出している。

月ごとに活動をバランスよく取り入れ児童が楽しみながらも成
⾧できるよう工夫している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

送迎可能な範囲が限られており、希望に十分に応えられない場
合がある。

送迎ルートの見直しや、
同乗者による安全確認を徹底している。

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


